
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月２日（月） 
北海道中札内高等養護学校 校長室より 

夏休みが終わり、２学期がスタートしました。 

長い夏休みでしたので、２６日からの１週間は、生徒も大人も調子

が戻るのに苦労した１週間でした。 

「食欲」「体力」ともに低下気味を感じた時間でしたが、少しずつ

少しずつ調子を整えていきましょう、と声を掛けているところです。 

 
さて、２学期の始業式の校長講話において、国立公園に指定された「日

高山脈襟裳十勝国立公園」についての話をしました。 

いつも見ている風景は、その価値や素晴らしさに気付かないまますご

してしまうことがあります。自分たちの故郷を誇りに思う人物に育つこ

とは、地域の発展に意識をもてるようになります。そんな社会人に育って 

 
ほしい、という願いを込めてお話をしまし

た。今後も自分たちの故郷の価値に気付け

る機会を、学校でも設定できたらと思って

いるところです。中札内村で学ぶ子どもた

ちが、自分の故郷を自慢できる人に育ちま

すように！ 

いよいよ現場実習や前提実習がスタートします。普段の作業学習や職業実習など

でつけた力、教科学習で学んだ知識を生かしながら頑張ってくれると期待していま

す。今回の実習では、新規に受け入れてくださるところも多く、その中で中札内村

の企業様、農家様のご協力もたくさんいただいております。ありがとうございます。

直接生徒の働く様子を見ていただき、評価していただく機会だと思っております。 

 今後学校で指導していかなければならない課題等も含め、率直なご意見をいただき 

ながら実習を進めていければと思っています。ご指導よろしくお願いします。 

 

 

十勝に訪れていたスタンディングチェリストの吉川（きっかわ）よしひろ

さんが学校を訪れてくださり、１年生の音楽でミニコンサートが開かれまし

た。左の耳が聞こえない吉川さんにとって自分の奏でる音や周囲の音をきき

とることにたいへんなご苦労があったそうです。「音楽無しでは生きていけな

い！」と独自の演奏法を生み出し、今日に至っています。“この場でしか、こ

の時間でしか出会えない音楽”に心震えたコンサートでした。 

 


